
【事務事業シート】

1

2

実績値 10622 ha 実績値 ha

６

年

度

要因分析

要因
取組の維持・拡大に向けて、資料等を活用し啓発・促進等を行ったものの、令和６年度が第５期対策の最終年度であったこ

ともあり、面積拡大には至らず、未達成となった。

総括

見直し方向性 維持

7年度より新たに第6期対策が開始されるため、制度改正の周知を図るとともに、多様な人材との連携や協

定間での活動連携促進等、活動の継続・拡大に向けた啓発を行い、成果の向上につなげる。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 1,141,774 千円 決算額 1,133,311 千円

目標値 11600 ha 目標値 11600 ha

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
1,143,753 千円

最終現計

予算額
1,135,620 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ha

ストック

/フロー
フロー 達成率 91.93 ％ 達成率 91.6

Ｋ  P  Ｉ

中山間地域等直接支払交付金活用による生産・保全面積

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初,2

月補正
事　項 中山間地域等直接支払交付金事業費 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要

中山間地域等における農業生産条件の不利性を補正するため、直接支払により支援を行

う。

始期 2000

終期

実績値 ha 実績値 10664 ha

目標値 11600 ha 目標値 11600 ha

６

年

度

要因分析

要因
一定の実績は確保できたものの、松山圏域をはじめとする都市部からの人口移動が十分に促進されなかったことに加え、農

作業の合間に受け入れるという事業形態の特性から、年間を通じての受け入れには難しさがあり、結果として目標には達し

なかったものと考えられる。

総括

見直し方向性 維持

関係人口の増加は、農山漁村の活性化や地域経済の持続に向けた重要な要素であり、農泊等を通じた都市

と農村の交流促進は、その有効な手段の一つと考えられる。また、山村振興法においても関係人口や二地

域居住の促進が位置づけられており、こうした政策の方向性とも整合することから、本事業についても引

き続きその趣旨や効果を踏まえながら、適切に取り組むことが望ましいと考える。

千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 千円 決算額 4,686

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
5,425 千円

最終現計

予算額

82.7 ％ 達成率 ％ 達成率
ストック

/フロー
フロー 達成率 87.9 ％ 達成率

千円

万人 実績値 12.4 万人

万人 目標値 16 万人 目標値 17R  4  年  度 目標値 14 万人 目標値 15

終期 2026

Ｋ  P  Ｉ

体験メニュー利用者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

令和６年度　　事後評価シート

当初
事　項 里山里海体験型観光推進事業費 予算主管課 農政課

事　業

概　要

農山漁村における「滞在」「体験」に関する資源の発掘・磨き上げや情報発信等を行う

ことで、地域外から多くの観光客を呼び込み、県内の里山里海の活性化を図る。

始期 2020

実績値 万人 実績値 万人

万人

実績値 13.1 万人 実績値 12.3



3

4

実績値 14543 ha 実績値 ha

６

年

度

要因分析

要因
高齢化に伴う人員不足等を理由に活動を断念した組織が新規（再開）活動組織を上回った結果、県内全体で257ha減とな

り、目標面積は未達成となった。

総括

見直し方向性 維持

７年度も同様の状況が見込まれるが、活動継続に向けて、組織間の連携促進や優良事例の横展開を行うと

ともに、７年度より新たな6期対策が開始される中山間直接支払の活動組織に対して多面的活動支払の制度

の周知や活動の拡大に向けた啓発を行い、成果の向上につなげる。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 700,410 千円 決算額 699,405 千円

目標値 16800 ha 目標値 16800 ha

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
705,431 千円

最終現計

予算額
704,112 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ha

ストック

/フロー
フロー 達成率 88.1 ％ 達成率 86.6

Ｋ  P  Ｉ

多面的機能支払交付金活用により保全されている面積

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初,2

月補正
事　項 農村環境保全向上活動支援事業費 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要

農村地域の多面的機能の維持を図るため、農業者等による活動組織が行う農村の多面的

機能の発揮や環境保全型農業への転換を図る活動の支援を行う。

始期 2007

終期

実績値 ha 実績値 14800 ha

目標値 16800 ha 目標値 16800 ha

実績値 6 % 実績値 %

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

6年度のKPIの実績はほぼ想定通りの成果が出ており、現状のニーズを踏まえると、7年度以降もKPIは目標

達成すると考えられることから、7年度の執行方法や8年度予算の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 30,435 千円 決算額 46,869 千円

目標値 4 % 目標値 6 %

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
35,000 千円

最終現計

予算額
53,000 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 %

ストック

/フロー
ストック 達成率 100 ％ 達成率 100

Ｋ  P  Ｉ

ふるさと保全計画策定割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 ふるさと・水と土ふれあい事業費 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要

中山間ふるさと保全対策基金の運用益等により、住民活動を推進する人材の育成や保全

活動等の促進に向けた支援を行う。

始期 1993

終期

実績値 % 実績値 4 %

目標値 8 % 目標値 10 %



5

6

実績値 100777 人 実績値 人

６

年

度

要因分析

要因
春のキャンプサイトお披露目会や秋のリニューアルイベントを実施したことで、当時期は前年度比146％となったが、猛暑

等の影響で夏季に前年度比106％と伸び悩んだため未達成となった。

総括

見直し方向性 改善

えひめ森林公園のリニューアルやとべもり＋での連携PRにより、新型コロナウイルスの影響前の状況に来

園者数が回復するとともに、令和7年度予算で効果的にイベント実施と情報発信を行っており、8年度以降

も全国植樹祭のレガシーや来園者のニーズを踏まえて事業内容の拡充等を検討する。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 72,322 千円 決算額 26,136 千円

目標値 120000 人 目標値 130000 人

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
73,427 千円

最終現計

予算額
27,669 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 人

ストック

/フロー
フロー 達成率 72.8 ％ 達成率 77.5

2026

Ｋ  P  Ｉ

えひめ森林公園の年間来園者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 えひめ森林公園魅力発信事業費 予算主管課 森林整備課

事　業

概　要

えひめ森林公園の来園者数を増やし、森とのふれあいを促進するため、令和6年度のリ

ニューアルや有料化、第76回全国植樹祭の開催を契機に、連携体験イベント等を実施

し、とべもり＋(プラス)への誘客促進と全国植樹祭の機運醸成を図る。

始期 2024

終期

実績値 73719 人 実績値 87311 人

目標値 140000 人 目標値 150000 人

実績値 26 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

６年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、７年度以降も関係市町の要望状況や事業の進捗を

踏まえると、KPIは目標達成すると考えられることから、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定し

ていない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 11,246 千円 決算額 38,000 千円

目標値 14 ％ 目標値 26 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
15,125 千円

最終現計

予算額
39,000 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
ストック 達成率 100 ％ 達成率 100

Ｋ  P  Ｉ

農業集落排水維持管理適正化計画策定完了率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 農業集落排水事業費 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要
老朽化した農業集落排水施設の機能診断や既存施設の改修等に対し支援を行う。

始期 1983

終期

実績値 ％ 実績値 14 ％

目標値 49 ％ 目標値 58 ％
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8

実績値 13276 人 実績値 人

６

年

度

要因分析

要因
少年自然愛護活動事業や森林ボランティア活動の参加人数は増加したが、えひめ山の日の集いの別事項への移行による参加

者数の減少を補うまでに至らず、目標は未達成となった。

総括

見直し方向性 改善

6年度のKPIの実績は目標を下回ったが、第5期森林環境税において森林への理解促進を主要施策に上げて

いることから、8年度以降も県民ニーズを踏まえて事業内容の拡充等を検討する。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 19,403 千円 決算額 17,256 千円

目標値 15000 人 目標値 15000 人

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
21,738 千円

最終現計

予算額
18,550 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 人

ストック

/フロー
フロー 達成率 94.55 ％ 達成率 88.5

2029

Ｋ  P  Ｉ

森林環境税による森林関係事業の県民参加人数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 県民と森との交流促進事業費 予算主管課 森林整備課

事　業

概　要

森林と共生する文化の創造を目的として、森とふれあうフィールド整備等の場づくり、

森林林業教室等による人づくりを推進し、県民参加型の活動を促進する。

始期 2005

終期

実績値 14269 人 実績値 14183 人

目標値 15000 人 目標値 15000 人

実績値 56073 人 実績値 人

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

6年度のKPIの実績は、ほぼ想定どおりの成果が出ており、8年春の全国植樹祭開催に向け、7年度の執行方

法や8年度予算の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 15,128 千円 決算額 64,085 千円

目標値 51000 人 目標値 52000 人

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
15,194 千円

最終現計

予算額
65,080 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 人

ストック

/フロー
フロー 達成率 86.7 ％ 達成率 107.8

2026

Ｋ  P  Ｉ

森とふれあう活動に参加した人数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 全国植樹祭開催準備費 予算主管課 森林整備課

事　業

概　要

令和8年春の開催に向け、基本計画の策定やお野立所の設計等の開催準備を進めるほ

か、緑の少年団等を対象とした苗木のスクールステイや広報活動等の実施により機運醸

成を図るとともに、行幸啓を賜ることを想定し、関係機関等との協議や調査を行う。

始期 2022

終期

実績値 49874 人 実績値 44224 人

目標値 53000 人 目標値 57000 人
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10

実績値 27 ％ 実績値 ％

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

７年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達成すると考えられることから、７年度の執行方法や

８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 40,879 千円 決算額 42,655 千円

目標値 24 ％ 目標値 25 ％

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
47,043 千円

最終現計

予算額
48,000 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ％

ストック

/フロー
ストック 達成率 83.33 ％ 達成率 108

Ｋ  P  Ｉ

市町または所有者等により適正管理されている民有林（人工林）割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 新たな森林管理システム推進事業費 予算主管課 森林整備課

事　業

概　要

森林資源の適正な管理を推進するため、新たな森林管理システムの普及・指導等を行

う。

始期 2019

終期

実績値 23 ％ 実績値 20 ％

目標値 26 ％ 目標値 27 ％

実績値 8359 人 実績値 人

６

年

度

要因分析

要因
公募事業は、県民自らが企画、立案、実行する活動への支援のため、各団体等の活動内容によって参加人数が大きく左右さ

れる状況があり、令和６年度は、活動への一般参加を働きかけ、前年度より向上したものの、未達成となった。

総括

見直し方向性 改善

6年度のKPI実績は目標を下回ったが、新規応募も増えていることから、8年度は全国植樹祭を契機とした

ニーズの高まりに応え、県民参加の森づくりを一層推進することで向上が図られるよう、事業内容の見直

しや拡充を検討する。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 12,067 千円 決算額 12,193 千円

目標値 15000 人 目標値 15000 人

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
15,000 千円

最終現計

予算額
13,500 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 人

ストック

/フロー
フロー 達成率 42.03 ％ 達成率 55.7

2029

Ｋ  P  Ｉ

森林づくりの公募事業への参加者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 県民参加の森林づくり公募事業費 予算主管課 森林整備課

事　業

概　要

森林環境税の目指す「森林環境の保全」と「森林と共生する文化の創造」を県民と一体

となって推進するため、県民の豊かな発想による自発的な活動に対して補助する。

始期 2005

終期

実績値 9924 人 実績値 6304 人

目標値 15000 人 目標値 15000 人
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12

実績値 398 t-co2 実績値 t-co2

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

6年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、7年度以降も現状のニーズを踏まえるとKPIはその

まま目標を達成すると見込まれることから、7年度の執行方法の見直し等は想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 2,330 千円 決算額 1,804 千円

目標値 70 t-co2 目標値 250 t-co2

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
3,081 千円

最終現計

予算額
2,772 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 t-co2

ストック

/フロー
フロー 達成率 331 ％ 達成率 159

Ｋ  P  Ｉ

県内で発行された森林クレジット年間販売量

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 森林カーボンオフセット促進事業費 予算主管課 林業政策課

事　業

概　要

カーボンオフセット・クレジットを民間に売り込む機会を創出するとともに、本県から

の森林由来によるクレジット発行を促し、排出権取引を活性化させることでカーボンオ

フセットを促進する。

始期 2023

終期

実績値 168 t-co2 実績値 232 t-co2

目標値 300 t-co2 目標値 300 t-co2

実績値 27 千t 実績値 千t

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

７年度からは事業及びKPIの見直しを実施したことから、R7年度のKPIは達成する見込みである。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 23,898 千円 決算額 17,900 千円

目標値 24 千t 目標値 24 千t

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
24,730 千円

最終現計

予算額
24,730 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 千t

ストック

/フロー
ストック 達成率 150 ％ 達成率 112.5

Ｋ  P  Ｉ

発電向けバイオマス供給量

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 木質バイオマス利用促進事業費 予算主管課 林業政策課

事　業

概　要

木質バイオマスの利用促進のため、林地残材等の搬出経費等に対する補助を行うととも

に、エネルギー利用の普及促進を図る。

始期 2006

終期

実績値 20 千t 実績値 36 千t

目標値 41 千t 目標値 41 千t
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実績値 62 ha 実績値 ha

６

年

度

要因分析

要因
スギ人工林植替え事業の要件を満たす事業地確保に難航したため。

また、令和６年度の国補正予算に対応し、12月補正で事業に取り組んだが、年度内までの事業期間が短く、森林所有者の同

意取り付け等に日数を要したことから、次年度に繰り越すこととなった。

総括

見直し方向性 維持

７年度事業の要望はおおむね予算額どおりであり、KPIは目標達成すると考えられることから、７年度の執

行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 0 千円 決算額 146,581 千円

目標値 80 ha 目標値 80 ha

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
65,742 千円

最終現計

予算額
174,836 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ha

ストック

/フロー
フロー 達成率 0 ％ 達成率 77.5

Ｋ  P  Ｉ

スギ人工林等の植替え面積

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当

初,12

月補

正,2月

補正

事　項 花粉の少ない森づくり事業費 予算主管課 森林整備課

事　業

概　要

花粉の少ない森づくりを推進するため、花粉発生源であるスギ人工林等の伐採、植替え

や花粉の少ない苗木の生産拡大等について支援を行う。

始期 2023

終期

実績値 65 ha 実績値 0 ha

目標値 80 ha 目標値 80 ha

実績値 1989 ha 実績値 ha

６

年

度

要因分析

要因
令和６年度の国補正予算に対応し、12月補正で事業に取り組んだが、森林整備の着手にあたって必要となる森林境界の確定

など日数を要したことから、大半を次年度に繰り越すことになった。

総括

見直し方向性 改善

細施策KGIとの相関は高いと考えるが、６年度は当初予算の繰越が例年と比較して多く、年度目標達成率が

低調であったことから、７年度の執行から本庁・出先機関・事業主体間でこまめに進捗状況を管理するこ

とで、事業実績を向上させる。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 986,757 千円 決算額 1,451,832 千円

目標値 4098 ha 目標値 3450 ha

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
989,508 千円

最終現計

予算額
1,456,906 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ha

ストック

/フロー
フロー 達成率 36.7 ％ 達成率 57.7

Ｋ  P  Ｉ

森林整備実施面積（当該年度）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初,6

月補

正,12

月補正

事　項 造林事業費 予算主管課 森林整備課

事　業

概　要

森林が持つ多面的機能を発揮させるため、森林の適正な管理に寄与する森林施業等に対

し支援を行う。

始期 1946

終期

実績値 1640.23 ha 実績値 1505 ha

目標値 2423 ha 目標値 2000 ha
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実績値 449 ha 実績値 ha

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

6年度のKPI実績は防除による被害抑制により前年度を下回る成果が出ており、7年度以降も現状のニーズ

を踏まえると、KPIは目標達成できると考えられることから、7年度の執行方法や8年度予算の見直しは想

定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 13,221 千円 決算額 9,553 千円

目標値 1169 ha 目標値 698 ha

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
17,808 千円

最終現計

予算額
10,986 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ha

ストック

/フロー
フロー 達成率 259.8 ％ 達成率 155.5

Ｋ  P  Ｉ

松くい虫の森林被害面積

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 森林病虫獣害対策事業費 予算主管課 森林整備課

事　業

概　要

県木である松を守るため、県民参加による保全活動を推進するとともに、重要な松林を

対象に防除を実施するほか、ニホンジカの森林被害対策を行う。

始期 1973

終期

実績値 ha 実績値 450 ha

目標値 450 ha 目標値 450 ha

実績値 1145 リットル 実績値 リットル

６

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 改善

６年度のKPI実績は、５年度に引き続き、目標値以上の成果が出たことから、7年度執行から上方修正する

こととし、採取源の適切な育成管理を通して、球果採取量の維持を図る。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 39,639 千円 決算額 32,985 千円

目標値 400 リットル 目標値 400 リットル

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
40,070 千円

最終現計

予算額
36,842 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 リットル

ストック

/フロー
フロー 達成率 299.25 ％ 達成率 286.3

Ｋ  P  Ｉ

球果採取量

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 優良種苗確保事業費 予算主管課 森林整備課

事　業

概　要

林木の品種改良、種子採取源の整備等による優良種苗の供給を確保するとともに、低コ

スト造林に資するコンテナ苗やエリートツリー等の利用拡大を図る。

始期 1967

終期

実績値 315 リットル 実績値 1197 リットル

目標値 1100 リットル 目標値 1100 リットル
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実績値 18 ha 実績値 ha

６

年

度

要因分析

要因
要望額より、国費の配分が少なかったため、未達成となった。

総括

見直し方向性 維持

６年度のKPIの実績は目標達成しなかったが、７年度以降も現状のニーズを踏まえるとKPIは目標達成する

と考えられることから、７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。

決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 1,939 千円 決算額 1,658 千円

目標値 31 ha 目標値 31 ha

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
4,300 千円

最終現計

予算額
3,000 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

実績値 ha

ストック

/フロー
フロー 達成率 87.1 ％ 達成率 58.1

Ｋ  P  Ｉ

本補助により整備されている里山面積

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度

当初
事　項 森林・山村多面的機能発揮対策支援事業費 予算主管課 森林整備課

事　業

概　要

地域住民や森林所有者等が協力して行う「里山保全」「竹林整備」「森林資源の利活

用」等の森林・山村が有する多面的機能の発揮に資する活動に要する経費を補助する。

始期 2022

終期

実績値 ha 実績値 27 ha

目標値 31 ha 目標値 31 ha


